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いて Greene & Vermillion による Debris Score，および Calculus Score を基準に従って 6 歯面について記録し，各




分析には SPSS for Windows を用い，群間の割合の検定には x 2 検定を用いた。また口腔清掃状態に対する歯科保








2. 口腔清掃状態の「良好J r不良」の状態を目的変数，歯科保健行動の各項目の実施の「有J r無」を説明変数とし
て，半IJ別分析を行った。男性では， r就寝前の歯みがき J r小児期の定期歯科受診J r夕食後の歯みがき J r現在の定期






































みがき J I小児期の定期歯科受診J I夕食後の歯みがき J I現在の定期歯科受診」の 4 項目，女性では「小児期の定期
歯科受診J I朝食後の歯みがき J I現在の定期歯科受診」の 3 項目が有意なものとして選択された。選択された保健行
動の実施者の割合についてみると，ほとんどの項目において，男性では英国人従業員が日本人従業員よりも高率であっ
た。また，判別分析で選択された歯科保健行動の実施項目数についても，男女ともに英国人従業員において実施項目
数が多い傾向がみられた。さらに，今回の分析の中で，歯科保健行動について，特に定期歯科受診の動向に関して日
英従業員の聞に顕著な相違が認められ，英国人従業員は， 日本人従業員に比べて小児期，および調査時点の定期受診
「あり」と答えた者が多かった。また，この定期受診は「あり」と答えた者は「なし」と答えた者よりも， 口腔清掃
状態が良好な傾向がみられた。
これらの結果から， 日英両国成人の口腔清掃状態の差は，保健行動の実施状況の差，特に定期歯科受診状況の差に
よる影響が大きいと考えられた。定期歯科受診については，本研究結果からも明らかなように，わが国の住民の保健
行動の中にはほとんど定着していないものであり， これからの成人の歯科保健の推進に対し， この面での具体的な施
策の検討が行われることが必要であることが示唆された。
本研究は，定期歯科受診行動が，成人の歯科保健に寄与することを示し，今後の歯科保健の施策を検討する上で，
貴重な知見を明らかにしたものであり，学位に値すると考えられる o
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